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真っ白
北海道札幌市・札幌市立篠路西小学校・6年
近藤　舞桜
· 　人は「真っ白」でこの世に生まれてくるらしい。その「真っ白」が時代や環境、私達を取りまく全てのもの達と共にゆっくりと色付いていくのだ。
· 　では、人はなぜ「真っ白」でいられなくなるのだろうか。色付いていく過程で「他人と違う色」に染まっていくのはどんな人物なのだろうか。
· 　母の知り合いに刑務所に入所していた人がいる。
· 　誰にでもとても優しく、面白い人だ。「どうしてこんな人が刑務所に入所していたのだろう。」
· 　私は純粋に不思議だった。犯罪を犯す人は皆悪い事をして簡単に人を傷つけたり裏切ったりする人だと思っていたからだ。私はこの作文をきっかけになぜ罪を犯したのか聞いてみることにした。
· 　「どうして悪い道に進んだの？」私の質問に少しおどろいた顔をして「どうしてだろうね。」と苦笑いした。そして、「自分は小学生の時いじめられっ子だったんだよ。」と話し始めた。
· 「小学四年生から卒業するまで周りから無視されて生活した。同級生は誰も助けてくれなかったし、何も出来ない自分もきらいだった。

· 毎日学校に行かなきゃいけないのにどこにも居場所はなくて誰かに助けてほしかったけどいじめられてることが恥かしくて親にも相談できなかった。そんな時に一人でいる自分に気付いて一緒に遊んでくれるようになったのが二さい上で不良のお兄ちゃんだったんだ。周りはお兄ちゃんを不良と呼んだけど、自分にとっては強くて優しい唯一のヒーローだったんだよ。」と、とても優しい顔で笑った。
· 　私は胸が苦しくなった。もし自分が周りから無視され続けて、「助けて」と言えない真っ暗な時間が毎日毎日続いたらどうなってしまうのだろう。学校というせまい世界が全ての私達にとって学校に居場所がないというのは地ごくだと思う。そして、何より怖いと思ったのは、皆に無視されている誰かの存在に周りが誰も関心を持たずに誰一人救いの手を差し伸べなかった事だ。そんな時に、彼の存在に気付き彼の人間性を肯定して手を差しのべた「不良」は本当にただの不良なのだろうか。周りが「非行少年」と呼んだ人間は、心が折れて孤独だった彼に愛情と居場所を与えたのだ。
· 「正義」とは一体何のか。
· 　確かに彼は結果、非行に走り罪を犯してしまった。自分の罪に後悔を抱きながらも「お兄ちゃんが悪かったわけじゃないよ。自分を律する事が出来なかった自分が悪いんだ。」と話す彼を見ているとたまらなく複雑な気持ちだった。彼の言葉に迷いがなかったからだ。
· 　社会のルールを犯せば間違いなく犯罪者であり、どんな理由があろうとその罪を消すことは出来ない。
· 　しかし、その背景や加害者の人生にもっと深く視点を変えて、彼等が抱える悩みや問題に心を寄せる事ができたとしたら、彼等にはもっと違う未来、そして人生があったのかもしれない。
· 　私は彼の話を聞いて「自分を律する難しさ」を強く感じた。優しくて思いやりがある人柄を変えてしまうほどの事とは一体どんな事なのだろう。
· 　「理由なんてないよ。ただお兄ちゃんと一緒に同じ事をしていたかっただけだよ。」
· 　あぁ、彼は愛されていたかったんだ。私は切なくなった。自分を認めて大事にしてくれる存在は「悪」だった事に気付きながらも、彼はそこにしか居場所がなかったのだ。こんな小さな理由が人生を狂わせてしまう。自分達の人との関わり方一つで誰かを犯罪者にしてしまうかもしれないだけでなく自分自身もそうだと思った。
· 　もし自分や大事な人の心が今にも折れてしまいそうだったら善悪を見失わずにいられるだろうか。「間違っているよ」と強く言えるだろうか。心が揺れるその瞬間に自分に心を寄せてくれる人がいたなら。彼の優しい人柄と合わないチグハグな人生はもしかしたら心ない言葉や周りが生みだした負の産物なのかもしれないと思った。
· 　傷つく人、傷つける人をうみ出さないためには一人だけでなく皆が互いに認め合い、理解しあっていく事が重要だ。そして犯罪を犯してしまった人に対して、「犯罪者」として済ませるのではなくなぜそうなってしまったのか、なぜそうしなければならなかったのか心を寄せて向き合う事がとても大事だと思った。
· 　人は弱い。一人では生きられない。生きるために善悪の領域を超えてしまうとしたらそれは社会からこぼれてしまいそうな弱い人達なのだ。社会から誰もこぼれない世界をつくることができたら犯罪者を「作る」こともないのではないだろうか。
· 　人は「真っ白」で生まれてくるのだから。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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